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Abstract

The old Chinese word rekisei mean “pine resin”. Now it refers to asphalt, cortar and pitch. 
This change meaning was caused by the acceptance of two types of Western knowledge.

The first was the Holy Bible. When R. Morison translated the Holy Bible into Chinese, —
there was no Chinese word for asphalt, so he used rekisei. This new meaning was introduced 
into Japanese by J. C. Hepburn’s “Japanese-English and English-Japanese Dictionary” third 
edition (1886).

The second type of knowledge was mineralogy. Japanese mineralogist had previously used 
the translation do-rekisei and chi-rekisei (do and chi means“earth”) for “asphalt” but do and chi 
gradually came to be left off, so the current term is rekisei for asphalt, cortar and pitch.
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【
要
旨
】�「
瀝
青
」は
松
脂
を
原
義
と
す
る
が
、
現
在
は
原
油
か
ら
取
れ
る
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
や
コ
ー
ル
タ
ー
ル
や
ピ
ッ
チ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

意
味
は
二
つ
の
西
洋
の
文
化
と
の
接
触
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
聖
書
で
あ
る
。
モ
リ
ソ
ン
が
聖
書
を
漢
訳
し
よ
う
と
し
た

時
、
中
国
語
に
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
意
味
す
る
語
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

彼
は
似
た
も
の
を
指
す
「
瀝
青
」
を
用
い
た
。
こ
の
「
瀝
青
」
の
意
味
は

ヘ
ボ
ン
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、『
和
英
語
林
集
成
』

第
3
版
（1886
刊
）
に
そ
の
意
味
が
初
出
す
る
。

も
う
一
つ
は
近
代
鉱
物
学
で
あ
る
。
当
初
鉱
物
学
者
た
ち
は
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
な
ど
を
「
土
瀝
青
」
ま
た
「
地
瀝
青
」
と
訳
し
た
が
、
後
に
は
「
瀝

青
」
と
だ
け
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
我
々
が
用
い
て
い
る
「
瀝
青
」

こ
の
鉱
物
学
会
の
術
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

は
じ
め
に

「
瀝
青
」は
本
来
松
脂
に
油
を
加
え
て
練
っ
た
も
の
を
意
味
す
る
漢
語
で
あ
る
が
、

現
在
で
は
原
油
を
蒸
留
す
る
際
に
得
ら
れ
る
コ
ー
ル
タ
ー
ル
や
ピ
ッ
チ
、
ま
た
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
を
意
味
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る注
①

。
本
稿
で
は
そ
の
新
し
い

意
味
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
え
る
。

１
「
瀝
青
」
の
本
義

漢
籍
に
は
「
瀝
青
」
は
松ま
つ

脂や
に

の
一
名
と
し
て
現
わ
れ
る
。
李
時
珍
の
『
本
草
綱

目
』（
明
・
萬
暦
三
十
一
年
〔1596

〕
序
）
の
香
木
類
「
松
」
の
項
に
、

松
脂　

別
名　

松
膏
本経　

松
肪
同
　　

松
膠
綱目　

松
香
同
　　

瀝
青
。

と
見
え
、
王
象
晋
の
『
二
如
亭
群
芳
譜
』（
明
・
天
啓
元
年
〔1621

〕
跋
）
の
「
利

部
」（
木
譜
・
松
子
）
に
も
、

松
脂
〈
松
之
津
液
精
華
也
。
一
名
松
膏　

一
名
松
香　

一
名
松
膠　

一
名
松

肪　

一
名
瀝
青
（
下
略
）〉

と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
細
川
潤
次
郎
編
『
新
法
須
知
』（
響
泉
書
屋
、
明

治
二
年
〔1869

〕
刊
）
に
は
、
松
脂
の
採
取
法
と
「
瀝
青
」
の
製
法
が
次
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

○
瀝
青
ヲ
製
ス
ル
法

高
サ
十
尺
許
ノ
稚
松
ノ
皮
ヲ
上
ヨ
リ
下
ニ
向
フ
テ
前
年
ヨ
リ
截
入
シ
タ
ル
線

ヲ
作
ス
時
ハ
柔
滑
ノ
脂
若
ク
ハ
帝タ

列レ

並ヘ
ン

甸テ
イ
ン

ノ
一
種
流
出
ス
。
是
ヲ
以
テ
黄

褐
色
ニ
シ
テ
堅
硬
ナ
ル
脂
ヲ
得
。
其
工
ニ
付
シ
テ
之
ヲ
煮
ル
。
此
レ
即
チ
瀝

青
ナ
リ
。

「
帝タ

列レ

並ヘ
ン

甸テ
イ
ン

」（
タ
ー
ペ
ン
タ
イ
ンturpentine. 

オ
ラ
ン
ダ
語terebinthina.

テ
レ
ビ
ン
油
）
と
は
「
針
葉
樹
、
特
に
種
々
の
松
の
材
を
水
蒸
気
蒸
留
し
て
得
ら

れ
る
揮
発
性
の
精
油
」（『
広
辞
苑
』）
で
あ
る
が
、「
瀝
青
」
は
「
松ま
つ

脂や
に

油
」
と
も

「
松
精
油
」
と
も
呼
ば
れ
、
防
湿
防
腐
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『
言
成
卿
記
』
に
「
主
上
、
今
六
日
寅
之
刻
崩
御
、（
中
略
）
十
四
日
御
入
棺
、（
中

略
）
先
被
レ
奉
レ
閉
二
棺
之
外
蓋
一
云
々
、
次
懸
二
瀝
青
一
云
々
」（
弘
仁
三
年
〔1846

〕

正
月
条
）
と
見
え
る
の
は
、
棺
の
防
湿
防
腐
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

２　

旧
約
聖
書
に
見
え
る
「
瀝
青
」

「
瀝
青
」
を
最
初
に
コ
ー
ル
タ
ー
ル
や
ピ
ッ
チ
、
あ
る
い
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に

用
い
た
の
は
、
中
国
清
代
に
お
け
る
在
華
宣
教
師
に
よ
る
旧
約
聖
書
の
漢
訳
作
業

時
に
お
い
て
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る注
②

。

M
edghurst, Stronnach, M

ilne

ら
英
国
人
宣
教
師
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
所

謂「
代
表
者
訳
」（D

elegates V
ersion

）で
あ
る『
旧
約
全
書
』（
咸
豊
九
年〔1859

〕

上
海
墨
海
書
館
刊
）
の
創
世
記
六
章
13
・
14
節
に
、

上
帝
謂
挪
亞
曰
、
縁
世
億
兆
、
暴
虐
徧
行
、
我
必
翦
滅
、
使
之
云
亡
。
爾
可

刳
木
為
方
舟
、
中
為
房
、
以
瀝
青
塗
其
内
外
。

と
あ
り
、Boone, Bridgem

an

ら
米
国
人
宣
教
師
に
よ
る
『
旧
約
全
書
』（
咸
豊

十
三
年
刊
江
蘇
滬
邑
美
華
書
館
活
字
版
）
で
も
、

神
謂
挪
亞
曰
、
兆
民
之
末
期
近
及
我
前
矣
。
盖
強
暴
徧
於
地
。
我
將
瀬
併
其

地
而
滅
之
。
爾
刳
松
木
為
方
舟
。
中
分
為
房
。
以
瀝
青
塗
其
内
外
。
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と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ノ
ア
が
方
舟
（
箱
船
）
に
塗
っ
た
も
の
が
「
瀝
青
」
と
訳

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
巨
大
な
ノ
ア
の
箱
船注
③

の
防
水
の
た
め
に
塗
ら
れ
た
の

は
、
大
量
の
量
を
確
保
で
き
た
石
油
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

昭
和
三
十
年
〔1955

〕
版
の
日
本
聖
書
協
会
『
改
訳
聖
書
』
以
降
で
は
当
該
の
語

は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
訳
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
在
華
宣
教
師
ら
も

ま
た
「
瀝
青
」
を
そ
の
よ
う
な
意
味
に
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
後
に
詳
説
す
る
）。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
漢
訳
聖
書
の
「
瀝
青
」
を
当
時
の
日
本
人
は
旧
来
の
松
脂
の

意
味
に
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

我
が
国
で
キ
リ
ス
ト
教
禁
制
の
高
札
が
撤
廃
さ
れ
た
の
は
明
治
六
年
〔1873

〕

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
当
時
読
ま
れ
て
い
た
聖
書
は
右
の
よ
う
な
漢
訳
聖
書
で
あ

り
、
そ
の
訓
点
本
で
あ
っ
た注
④

。
例
え
ば
明
治
十
六
年
〔1883

〕
に
横
浜
の
大
英
国

聖
書
会
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
訓
点
旧
約
聖
書

創
世
記
』
の
本
文
は
右
に
掲
げ
た
漢
訳
の
前
者

の
そ
れ
で
あ
り
、
同
年
に
米
国
聖
書
会
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
訓点

旧
約
全
書
』
の

本
文
は
同
じ
く
後
者
の
そ
れ
で
あ
る
。
和
訳
聖
書
の
本
文
は
後
者
を
基
に
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
完
本
と
し
て
出
さ
れ
る
前
に
そ
の
一
部
は
成
立
し
て
い
た
よ
う

で
、
明
治
十
一
年
〔1878

〕
に
『
旧
約
聖
書
創
世
記
』（
日
本
横
浜
上
梓
）
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
六
章
13
・
14
節
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

神
ノ
ア
に
曰
都す

べ
て
の
肉に
く

の
終お
は

り
は
我わ
が

前ま
へ

に
来き
た

れ
り
彼か
れ

等ら

に
因よ
つ

て
地
は
強
き
や
う

暴ば
う

に
み
た
さ
れ
ば
な
り
み
よ
我わ
れ

地ち

と
共と
も

に
彼か
れ

等ら

を
亡ほ
ろ

ぼ
さ
ん
。
汝
が
為た
め

に
ゴ

ヘ
ル
木き

の
方は
こ

舟ふ
ね

を
造つ
く

れ
方は
こ

舟ふ
ね

の
う
ち
に
房へ
や

を
作つ
く

り
て
瀝や

青に

を
も
て
内な
い

外が
い

を
塗ぬ
る

べ
し
。

右
の
よ
う
に
、
訓
点
本
や
和
訳
本
の
「
瀝
青
」
に
は
「
や
に
」
の
振
り
仮
名
が

付
さ
れ
て
い
る
が
、「
や
に
」
は
「
樹
皮
か
ら
分
泌
す
る
粘
液
、
ま
た
そ
の
固
ま
っ

た
も
の
」
あ
る
い
は
「
タ
バ
コ
の
燃
焼
か
ら
生
じ
て
、
キ
セ
ル
、
パ
イ
プ
な
ど
に

た
ま
る
褐
色
の
粘
液
」
や
「
目
や
に
」
の
意
味
で
あ
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。

し
た
が
っ
て
、
日
本
で
は
こ
の
「
瀝
青
」
と
訳
さ
れ
た
ノ
ア
が
方
舟
に
塗
ら
れ
た

も
の
を
、
旧
来
の
松
脂
の
意
味
で
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

３　

コ
ー
ル
タ
ー
ル
な
ど
を
指
す
語
の
模
索

明
治
期
に
興
っ
た
我
が
国
の
近
代
鉱
物
学
に
お
い
て
、
原
油
か
ら
採
れ
る
コ
ー

ル
タ
ー
ル
や
ピ
ッ
チ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
を
指
す
語
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と

は
、
そ
れ
ら
を
表
わ
す
次
の
よ
う
な
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

３
－
１
「
山
松
香
」

そ
の
一
つ
は
、
松
脂
の
別
名
で
あ
る
「
松
香
」
を
用
い
た
「
山
松
香
」
と
い
う

語
で
あ
る
（
江
戸
期
に
は
鉱
物
を
「
山
物
」
と
も
呼
ん
で
い
た
）。『
牙
氏
初
学
須

知
』（
ガ
リ
ゲ
ス
著
、
田
中
耕
三
訳
、
文
部
省
、
明
治
十
二
年
刊
）
巻
之
三
・
第

九
「
ア
ン
ト
ラ
シ
ト　

泥ツ
ー
ル
プ炭　

リ
ギ
ッ
ト　

毘ビ
チ
ウ
ム

丟
孟
」
の
項
に
、

毘ビ
チ
ウ
ム

丟
孟
ハ
爹

ゲ
ー
ド
ロ
ン？

（
ニ
ー
ル
）
ニ
似
タ
ル
物
ニ
シ
テ
、
燃
ユ
レ
バ
焔
火
ヲ
発
ス
。

其
臭
気
ヲ
以
テ
毘
丟
孟
タ
ル
コ
ト
ヲ
徴
ス
ベ
シ
。
以
多
利
ノ
パ
ル
ム
近
傍
及

裏
海
辺
ニ
石ナ

フ

ト
炭
油
ト
名
ヅ
ク
ル
流
体
毘
丟
孟
ノ
源
泉
ア
リ
。
石
炭
油
ハ
燈
ニ

用
ヰ
ル
ベ
シ
。
石？
ー
ロ
ル

脳
油
ハ
亜
炭
利
加
ヨ
リ
夥
ク
仏
朗
西
ニ
輸
入
ス
。
石
炭
油

ノ
如
キ
流
体
ナ
レ
ド
石
炭
油
ニ
比
ス
レ
バ
褐
色
更
ニ
濃
ナ
リ
。
又
固
形

毘ビ
チ
ウ
ム

丟
孟
ア
リ
。「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
」〈
山
松
香
〉
ト
名
ヅ
ク
。
此
物
「
ア
ス
ハ

ル
ト
チ
ト
」
湖
〈
即
チ
死
海
、
亜
細
亜
洲
中
西
伯
里
ニ
ア
リ
〉
ノ
水
面
ニ
浮

ベ
ル
ガ
故
ニ
此
名
ア
リ
。
之
ヲ
砂
ニ
混
ジ
テ
道
路
ニ
敷
キ
、
以
テ
敷
石
ニ
代

フ
。

と
見
え
（「
毘ビ
チ
ウ
ム

丟
孟
」
は
ラ
テ
ン
語bitum

en. 

英
語
のpitch

）、『
労
氏
地
質
学
』

（
ロ
ー
ラ
ン
著
、
佐
澤
太
郎
訳
、
文
部
省
、
明
治
十
二
年
刊
）
第
九
篇
第
四
章
「
瓦

斯
ノ
流
出
サ
ル
ス
等
」
に
も
、

石
脳
油
泉
等
（
中
略
）

ト
リ
ニ
ダ
ド
ノ
ブ
レ
ー
湖
即
毘
丟
母
湖
ハ
周
囲
四
千
八
百
二
十
八
メ
ー
ト
ル

ノ
不
全
楕
円
形
ニ
シ
テ
海
面
上
四
十
三
メ
ー
ト
ル
八
ニ
ア
リ
。
其
水
ハ
一
英

里
流
レ
テ
海
ニ
達
ス
。
湖
ノ
包
含
ス
ル
毘
丟
母
ノ
凝
度
ハ
甚
一
様
ナ
カ
ズ
。
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其
至
テ
凝
固
ス
ル
モ
ノ
ハ
四
輪
牛
車
ヲ
其
上
ニ
挽
ク
モ
陥
没
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。

又
至
大
ノ
可
流
性
ヲ
有
シ
テ
湖
ノ
中
央
口
ヨ
リ
硼
砂
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ア
リ
。

湖
水
ノ
暖
度
ハ
空
気
ノ
暖
度
ヨ
リ
高
カ
ラ
ズ
。
湖
水
ノ
表
面
凝
固
部
分
ハ
割

裂
分
開
ス
ル
コ
ト
猶
氷
田
ノ
表
面
ニ
於
ケ
ル
ガ
如
ク
水
其
罅
隙
内
ヲ
循
貫
シ
、

遂
ニ
主
特
ナ
ル
二
溝
ヲ
通
過
シ
テ
海
ニ
流
入
ス
。
而
シ
テ
天
然
若
ク
ハ
人
工

ノ
凹
処
ハ
山
松
香
ノ
力
ヲ
極
テ
水
平
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
因
テ
屡
々
充
満
シ
、

毘
丟
母
実
体
二
百
万
キ
ロ
グ
ラ
ム
ヲ
採
取
セ
シ
所
ノ
凹
処
モ
纔
ニ
三
月
ヲ
経

レ
バ
復
タ
湖
ノ
水
面
ト
其
水
平
ヲ
斉
シ
ク
ス

右
多
量
ノ
毘
丟
母
ハ
不
全
ノ
褐
炭
層
ヲ
含
有
ス
ル
所
ノ
第
三
灰
白
色
粘
土
ノ

橡
ヨ
リ
出
ヅ
。
ブ
レ
ー
湖
ハ
同
種
ノ
諸
迸
発
ニ
連
接
ス
。
ク
ゥ
マ
ナ
并
ニ
イ

カ
コ
ノ
サ
ル
ス
ノ
外
ニ
亦
毘
丟
母
ノ
地
面
ニ
湧
出
ス
ル
橡
ア
リ
。
プ
レ
ー
湖

ハ
殆
ド
其
中
央
ニ
位
ス
。
此
湖
ノ
毘
丟
母
湧
出
ハ
応
ニ
是
近
時
ノ
モ
ノ
ニ
シ

テ
現
ニ
発
作
ス
ル
噴
泥
火
山
ト
相
関
ス
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
ド
ヴ
ヒ
イ
ユ
君
ハ
島

ノ
浜
岸
ニ
於
テ
ヲ
レ
ノ
ク
ノ
河
口
水
流
ノ
腐
蝕
作
用
ノ
成
果
ヲ
算
シ
テ
以
為

ラ
ク
ト
リ
ニ
テ
ー
湖
ノ
毘
丟
母
層
ハ
必
大
約
一
千
三
百
年
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ

ト
。

と
見
え
る注
⑤

。

３
－
２ 「
土
瀝
青
」「
地
瀝
青
」

そ
の
二
つ
は
「
土
瀝
青
」「
地
瀝
青
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は�

和
田
維
四
郎
が A

sphalt

（
ド
イ
ツ
語
）・A

sphaltum
.

（
英
語
）
の
意
訳
と
し

て
考
え
出
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
和
田
の
『
金
石
学
』（
明
治
九
年
〔1876
〕

成
、
同
十
一
年
刊
）
に
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
（
文
中
の
「
石
脳
油
」
は
石

油
の
古
称
で
あ
る
）。

　
　

土
瀝
青　

又　

地
瀝
青
義訳　

A
sphalt　

A
sphaltum

.

固
形
ニ
シ
テ
破
口
ハ
介
殻
状
ノ
如
ク
其
色
ハ
極
メ
テ
黒
ク
光
沢
ハ
脂
ノ
如
ク

石
脳
油
中
ニ
熔
解
ス
ベ
シ
。
堅
度
ハ
二
度
、
比
重
ハ
一
ヨ
リ
一
、
二
ニ
至
ル
。

火
ニ
燃
ユ
ル
容
易
ニ
シ
テ
其
臭
ハ
石
炭
ノ
如
シ注
⑥

。

右
の
説
明
に
よ
る
と
「
土
瀝
青
」「
地
瀝
青
」
は
本
来
、
固
形
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
訳
と
し
て
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る注
⑦

。
伊
良
子
光
信
編
輯
『
金
石
図
解
』

（
明
治
十
五
年
〔1882

〕
刊
）
に
も
「
土
瀝
青
ハ
石
油
ノ
変
化
シ
テ
凝コ
リ

硬
カ
タ
マ
リ

セ
シ

モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
り
、
敬
業
社
編
纂
『
鉱
物
学
』（
明
治
二
十
一
年
〔1888

〕
刊
）

に
も
「
石
油
ニ
類
シ
テ
土
瀝
青
（A

sphalt

）
ト
称
ス
ル
者
ア
リ
。
石
油
ノ
軽
油

分
揮
撒
シ
テ
残
余
ノ
凝
固
シ
タ
ル
者
ナ
リ
」
と
見
え
る
。
し
か
し
、
和
田
の
説
明

に
は
、
続
け
て
、

此
砿
ハ
砂
ト
共
ニ
煮
テ
道
路
牆
壁
等
ヲ
造
築
ス
ベ
シ
。
既
ニ
古
史
ニ
於
テ
有

名
ナ
ル
巴バ
ビ
ロ
ン

比
倫
城
ノ
牆
壁
ハ
是
ニ
テ
造
レ
リ
ト
云
フ
。
又
之
ヲ
油
ニ
混
ジ
黒

色
封
蝋
ヲ
製
シ
、
又
石
脳
油
ト
合
シ
一
種
ノ
煉
化
石
ヲ
製
ス
ベ
ク
、
又
之
ヲ

以
テ
石
木
等
ニ
塗
リ
水
気
ノ
浸
入
ヲ
防
グ
ベ
シ
。

と
砂
や
油
を
混
ぜ
て
用
い
る
方
法
の
説
明
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
粘
液
状

あ
る
い
は
液
体
状
の
も
の
（
す
な
わ
ち
石
油
そ
の
も
の
）
を
も
「
土
瀝
青
」「
地

瀝
青
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
、『
地
学
雑
誌　

第
一
号
』（
明

治
十
二
年
一
月
発
行
）
所
載
の
前
田
精
明
著
「
石
油
説
」
に
、

英
米
人
ノ
人
ハ
之
レ
ヲ
呼
テ「
ペ
ト
ロ
リ
ア
ム
」ト
云
フ
。
蓋
シ
希
臘
ノ「
ペ

ト
ロ
。
エ
レ
イ
オ
ン
」
ナ
ル
語
ヨ
リ
出
デ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
「
ロ
ッ
ク
オ
イ
ル
」

即
チ
石
油
ノ
義
ナ
リ
。

我
邦
之
ヲ
石
油
ト
云
ヒ
、
山
油
ト
云
ヒ
、
石
炭
油
ト
云
ヒ
、
石
脳
油
ト
云
ヒ
、

猛
火
油
ト
云
ヒ
、
油
煤
ト
云
ヒ
、
地
瀝
青
ト
云
ヒ
、
水
ウ
ニ
ト
云
フ
。
又
東

北
ノ
諸
州
之
ヲ
通
称
シ
テ
臭
水
ト
云
フ
。

と
見
え
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
土
瀝
青
」「
地
瀝
青
」
の
語
は
鉱
物
学
会
に
お
い
て
広
く
用

い
ら
れ
て
お
り
、
前
掲『
地
学
雑
誌　

第
一
号
』（
明
治
十
二
年
一
月
発
行
）に「
地

瀝
青
」、
伊
良
子
光
信
編
輯
『
金
石
図
解
』（
明
治
十
五
年
刊
）
に
「
土ド

瀝レ
キ

青セ
イ　

又

（
地
瀝
青
）」、
島
田
庸
一
編
述
『
小
学
博
物
金
石
学
』（
明
治
十
五
年
刊
）
に
も
、

土ア
ス
フ
ア
ル
ト

瀝
青
（A

sphalte

）
ハ
一
種
ノ
鉱
物
ニ
シ
テ
彼
欧
米
ノ
諸
国
ニ
於
テ
茶
ニ

代
用
ス
ル
チ
ヨ
コ
レ
ー
ト
ニ
似
タ
ル
松
脂
ノ
如
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
土
瀝
青
ヲ
路



同志社女子大学　総合文化研究所紀要　第32巻　2015年（5）

面
ニ
使
用
ス
ル
ハ
大
抵
其
極
上
層
面
ノ
ミ
ニ
止
マ
レ
リ
（
下
略
）

と
あ
り
、
大
槻
修
二
著
『
金
石
学
教
授
法
』（
明
治
十
七
年
〔1884

〕
序
）
に
も

「
土ド

瀝レ
キ

青セ
イ

ハ
洋
名
ヲ『
ア
ス
ハ
ル
ト
』ト
云
フ
」と
あ
る
。
さ
ら
に
亀
井
重
麿
著『
土

木
工
学　

市
街
道
路
編
』（
建
築
書
院
、
明
治
三
十
年
〔1897

〕
刊
）
に
「
土
瀝

青
路
面
」「
土
瀝
青
路
面
ノ
減
耗
ス
ル
度
」、
島
村
東
洋
編
『
最
新
問
答
全
書
』（
修

学
堂
、
明
治
四
十
一
年
〔1908

〕
刊
）
に
「
土
瀝
青
ノ
性
質
ヲ
問
フ
」、
東
京
理

科
学
会
編
『
鉱
物
界
』（
水
野
書
店
、
明
治
四
十
二
年
〔1909

〕
刊
）
に
「
土
瀝

青
（
性
状
、
産
地
、
用
途
）」
な
ど
と
見
ら
れ
る
。

４　

聖
書
に
お
け
る
「
瀝
青
」

以
下
で
は
前
述
の
よ
う
な
問
題
が
見
ら
れ
た
訓
点
本
お
よ
び
和
訳
の
旧
訳
聖
書

に
お
け
る
「
瀝
青
」
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

旧
約
聖
書
に
お
い
て
コ
ー
ル
タ
ー
ル
や
ピ
ッ
チ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
が
現
わ

れ
る
の
は
、
前
掲
の
ノ
ア
の
方
船
の
話
を
含
め
、
次
の
四
箇
所
で
あ
る
。

Ａ　

創
世
記
六
章
13
節
－
14
節
（
既
掲
）

Ｂ　

創
世
記
十
一
章
１
節
－
３
節
（
以
下
の
訳
は
新
共
同
訳
に
よ
る
）

　
　

�

世
界
中
は
同
じ
言
葉
を
使
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
話
し
て
い
た
。
東
の
方

か
ら
移
動
し
て
き
た
人
々
は
、
シ
ン
ア
ル
の
地
に
平
野
を
見
つ
け
、
そ

こ
に
住
み
着
い
た
。
彼
ら
は
、「
れ
ん
が
を
作
り
、
そ
れ
を
よ
く
焼
こ

う
」
と
話
し
合
っ
た
。
石
の
代
わ
り
に
れ
ん
が
を
、
し
っ
く
い
の
代
わ

り
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
用
い
た
。

Ｃ　

創
世
記
十
四
章
10
節

　
　

�

シ
デ
ィ
ム
の
谷
に
は
至
る
と
こ
ろ
に
天
然
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
穴
が
あ
っ

た
。
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
の
王
は
逃
げ
る
と
き
、
そ
の
穴
に
落
ち
た
。

Ｄ　

出
エ
ジ
プ
ト
記
二
章
3
節

　
　

�

レ
ビ
の
家
の
出
の
あ
る
男
が
同
じ
レ
ビ
人
の
娘
を
め
と
っ
た
。
彼
女
は

身
ご
も
り
、
男
の
子
を
産
ん
だ
が
、
そ
の
子
が
か
わ
い
か
っ
た
の
を
見

て
、
三
か
月
の
間
隠
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、
も
は
や
隠
し
き
れ
な
く

な
っ
た
の
で
、
パ
ピ
ル
ス
の
籠
を
用
意
し
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
ピ
ッ
チ

で
防
水
し
、
そ
の
中
に
男
の
子
を
入
れ
、
ナ
イ
ル
河
畔
の
葦
の
茂
み
の

間
に
置
い
た
。

Ｂ
は
前
節
に
引
用
し
た
和
田
の
文
章
に
見
え
る
「
古
史
ニ
於
テ
有
名
ナ
ル

巴バ
ビ
ロ
ン

比
倫
城
ノ
牆
壁
ハ
是
ニ
テ
造
レ
リ
ト
云
フ
」
と
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
こ
の
Ｂ
の
語
に
お
け
る
「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
」
の
よ
う
に
、
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
・
Ｄ
そ
れ
ぞ
れ
の
話
で
見
ら
れ
る
も
の
を
ａ
・
ｂ
・
ｃ
・
ｄ
と
し
て
、
そ
れ
ら

が
明
治
時
代
の
訓
点
本
聖
書
（
次
の
①
か
ら
④
）
ま
た
和
訳
聖
書
（
同
じ
く
⑤
か

ら
⑨
）
で
、
ど
の
よ
う
に
訓
ま
れ
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
語
で
訳
さ
れ
て
い
る

か
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る注
⑧

。

①
明
治
十
一
年
〔1878

〕
版　
　

刊
行
社
不
明
『
旧
約
聖
書
創
世
記
』

②
明
治
十
六
年
〔1883

〕
版　
　

大
英
国
聖
書
会
社
『
訓
点
旧
約
聖
書

創
世
記
』

③
明
治
十
六
年
〔1883

〕
版　
　

米
国
聖
書
会
社
『
訓点

旧
約
全
書
』

④
明
治
十
七
年
〔1884

〕
版　
　

米
国
聖
書
会
社
『
訓点

旧
約
全
書
』

⑤
明
治
十
七
年
〔1884

〕
版　
　

北
英
国
聖
書
会
社
『
旧
約
聖
書

創
世
記
』

⑥
明
治
十
八
年
〔1885

〕
版　
　

米
国
聖
書
会
社
『
旧
約
聖
書

創
世
記
』

⑦
明
治
二
十
一
年
〔1888

〕
版　

米
国
聖
書
会
社
『
旧
約
全
書
』

⑧
明
治
二
十
一
年
〔1888

〕
版　

大
英
国
聖
書
会
社
『
旧
約
全
書
』

⑨
明
治
三
十
四
年
〔1901

〕
版　

大
日
本
聖
書
館
『
旧
約
聖
書

創
世
記
』

　
　

①　
　
　
　
　

②　
　

③　
　
　
　

④　
　
　
　

⑤　
　
　

⑥

ａ　

瀝や

青に　
　
　
　

瀝
青　

瀝ヤ

青ニ　
　
　

瀝や

青に　
　
　

瀝や

青に　
　

瀝ヤ

青ニ

ｂ　
ア
ス
パ
ヲ
ル
ト　

石
油　

石
油　
　
　

石ち
や
ん漆　
　
　

石ち
や
ん漆　
　

石ち
や
ん漆

ｃ　

？注
⑨　
　
　
　
　

石
油　

石
油　
　
　

石
油　
　
　

地ち

や

ん
瀝
青　

地ち

ゃ

ん
瀝
青

ｄ　

︱　
　
　
　
　

︱　
　
石
油
と
瀝
青　
石
油
と
瀝
青　

︱　
　
　

︱

　
　

⑦　
　
　
　
　

⑧　
　
　
　
　

⑨

ａ　

瀝ヤ

青ニ　
　
　
　

瀝ヤ

青ニ　
　
　
　

瀝や

青に
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ｂ　

石ち
や
ん漆　
　
　
　

石ち
や
ん漆　
　
　
　

石ち
や
ん漆

ｃ　

地ち

や

ん
瀝
青　
　
　

地ち

や

ん
瀝
青　
　
　

地ち

や

ん
瀝
青

ｄ　

瀝ち
や
ん青
と
樹や

脂に　

瀝ち
や
ん青
と
樹や

脂に　

︱

先
ず
気
付
か
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
①
か
ら
⑨
ま
で
に
現
わ
れ
る
「
瀝
青
」
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
が
一
定
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ａ
（
ノ
ア
の
箱
船
に
塗
ら

れ
た
も
の
）
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
書
に
お
い
て
「
や
に
」
の
振
り
仮
名
が

付
け
ら
れ
た
「
瀝
青
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
樹
脂
の
意
味
で
理
解
さ
れ
て
い
る注
⑩

。

ｄ
（
パ
ピ
ル
ス
の
籠
に
塗
っ
た
も
の
）
の
③
④
に
「
石
油
と
瀝
青
」
と
あ
る
「
瀝

青
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
⑦
⑧
で
は

「
瀝ち
や
ん青
と
樹や

脂に

」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
「
瀝
青
」
は
樹
脂
で
は
な
い
。
ま
た
、
ｃ

に
つ
い
て
は
⑤
以
降
で
は
「
地
瀝
青
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
②
③
④
（
①
も
ま

た
？
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
石
油
」
の
意
味
、
す
な
わ
ち
前
節
で
紹
介
し
た
『
地

学
雑
誌　

第
一
号
』（
明
治
十
二
年
一
月
発
行
）
の
「
地
瀝
青
」
の
用
い
方
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
訓
点
本
聖
書
ま
た
初
期
和
訳
聖
書
に
お
け
る
「
瀝
青
」
の
用
い
ら

れ
方
に
関
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
⑥
の
米
国
聖
書
会
社
『
訓点

旧
約
全
書
』
が

刊
行
さ
れ
た
明
治
十
八
年
〔1885

〕
と
⑦
の
米
国
聖
書
会
社
『
旧
約
全
書
』
が
刊

行
さ
れ
た
明
治
二
十
一
年
〔1888

〕
と
の
間
に
、
初
め
て
の
聖
書
和
訳
に
関
わ
っ

た
宣
教
師
の
一
人
ヘ
ボ
ン
（J. C. H

注
⑪

epburn

）
の
『
和
英
語
林
集
成
』
の
三
版
（
明

治
十
九
年
〔1886

〕）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
和
英
の
部
」

に

R
ek
isei

レ
キ
セ
イ　

瀝
青　

n. Pitch, tar

：bitum
en, asphltum

と
あ
る
。
こ
の
訳
の
う
ちPitch

とT
ar

は
「
英
和
の
部
」
に
、

Pitch,	
n. M

atsu no yani, chan. —
 of roof, kōdai.

T
ar,	

n. Chan. T
o —
, chan w

o nuru.

と
あ
り
、
松
脂
を
意
味
す
る
（Chan

に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
し
く
説
明
す
る
）。

ま
たbitum

en, asphltum

は
「
英
和
の
部
」
に

Bitum
en,	

n. Chirekisei

A
sphltum

,	
n. T
orekisei

と
あ
り
、
地
瀝
青
ま
た
土
瀝
青
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ヘ
ボ
ン
は
「
瀝
青
」

を
松
脂
か
ら
作
る
も
の
を
も
原
油
か
ら
取
れ
る
も
の
を
も
意
味
す
る
と
理
解
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
ヘ
ボ
ン
は
何
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
「
瀝
青
」
を
理
解
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
モ
リ
ソ
ン
（R. M

orison

）
の
『
神
天
聖
書
』
の
「
瀝
青
」
の
用
い
ら

れ
方
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
神
天
聖
書
』
は
後
の
漢
訳
聖
書
の
基
礎
に

な
っ
た
最
初
の
漢
訳
聖
書
で
あ
る
が
、
そ
の
『
神
天
聖
書
』
の
『
旧
遺
詔
書
』（
一

八
二
三
年
刊
。
す
な
わ
ち
旧
訳
聖
書
）
に
は
ａ
・
ｂ
・
ｃ
の
す
べ
て
に
「
瀝
青
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
ｄ
に
つ
い
て
は
該
当
す
る
訳
語
が
な
い
）。
モ
リ
ソ
ン
は

「
瀝
青
」をBitum

en

やA
sphltum

な
ど
の
訳
語
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
漢
語
に
そ
れ
ら
を
指
す
語
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
に
敢
え
て
用
い
た
の

で
あ
ろ
う
。Bitum

en

やA
sphltum

な
ど
は
粘
着
性
を
持
ち
防
水
機
能
を
持
つ

こ
と
で
「
瀝
青
」（
松
脂
）
に
似
て
い
る
。「
山
松
香
」
ま
た
「
地
瀝
青
・
土
瀝
青
」

と
い
う
語
も
そ
の
類
似
性
を
踏
ま
え
た
造
語
で
あ
っ
た
。
モ
リ
ソ
ン
は
そ
の
類
似

に
注
目
し
て
「
瀝
青
」
の
語
を
用
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

平
成
十
七
年
〔2009

〕
版
日
本
聖
書
協
会
『
聖
書
（
新
共
同
訳
）』
で
は
タ
ー

ル
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

神
は
ノ
ア
に
言
わ
れ
た
。「
す
べ
て
肉
な
る
も
の
を
終
わ
ら
せ
る
時
が
わ
た

し
の
前
に
来
て
い
る
。
彼
ら
の
ゆ
え
に
不
法
が
地
に
満
ち
て
い
る
。
見
よ
、

わ
た
し
は
地
も
ろ
と
も
に
彼
ら
を
滅
ぼ
す
。
あ
な
た
は
ゴ
フ
ェ
ル
の
木
の
箱

船
を
造
り
な
さ
い
。
箱
船
に
は
小
部
屋
を
幾
つ
も
造
り
、
内
側
に
も
外
側
に

も
タ
ー
ル
を
塗
り
な
さ
い
。

タ
ー
ル
は
コ
ー
ル
タ
ー
ル
（coal tar

）
と
共
に
木も
く

タ
ー
ル
（w

ood tar

）
を

も
指
す
語
で
あ
る注
⑫

。
一
六
一
一
年
刊
の
所
謂
欽
定
英
訳
聖
書
で
はpich

の
語
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

A
nd God said vnto N

oah, 

“The end of all flesh is com
e before 

m
ee, for the earth is filled w

ith violence through them
.; and 
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behold, I w

ill destroy them
 w
ith the earth. M

ake thee an A
rke 

of Gopher-w
ood: room

es shalt thou m
ake in the arke, and shalt 

pitch it w
ithin and w

ithout w
ith pitch.

pich
も
ま
たcoal tar 

に
もw

ood tar

に
も
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る注
⑬

。
モ
リ

ソ
ン
の
「
瀝
青
」
は
こ
う
し
た
広
義
のtar

やpich

の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ヘ
ボ
ン
が
こ
の
広
義
の「
瀝
青
」を
知
っ
た
の
は
何
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。『
和

英
語
林
集
成
』
の
初
版
（
慶
応
三
年
〔1867

〕
刊
）
ま
た
再
版
（
明
治
五
年
〔1872

〕

刊
）
に
は
「
瀝
青
」
の
語
は
見
え
な
い
。
ち
な
み
に
『
和
英
語
林
集
成
』
の
初
版

の
序
に
メ
ド
フ
ー
ス
ト
（W

. H
. M
edhust

）
の
『
英
和
和
英
字
彙
』（A

n 
English and Japanese and Japanese and English, Batabia, 1830

）
と
イ

エ
ズ
ス
会
の
『
日
葡
辞
書
』（V

ocabvlario D
a Lingoa D

e Iapam
 com

 a 
declação em

 Portugues, 1603

）
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、

両
書
と
も
に
「
瀝
青
」
の
語
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ヘ
ボ
ン
が

こ
の
語
を
知
っ
た
の
は
二
版
の
編
輯
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

Bitum
en, A

sphltum

の
説
明
に
地
瀝
青
、
土
瀝
青
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
和
田
維
四
郎
の
『
金
石
学
』（
明
治
十
一
年
〔1878
〕
刊
）
以
降
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

５ 「
チ
ャ
ン
」
と
「
石
漆
」

と
こ
ろ
で
、「
瀝
青
」
は
「
チ
ャ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
。「
チ
ヤ
ン
」
は
『
言
海
』

に
は
「
瀝
青
（Chian turpentine

ノ
略
ナ
ラ
ム
）
松
脂
ニ
油
ヲ
加
ヘ
テ
煉
リ
合

ハ
セ
タ
ル
モ
ノ
、
粘
リ
テ
固
ク
黒
シ
。
材
ニ
塗
リ
テ
朽
ツ
ル
ヲ
防
ギ
、
又
其
隙
ヲ

塞
グ
ナ
ド
ニ
用
ヰ
ル
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、『
大
言
海
』
で
は
増
補
さ
れ
、「
れ

き
せ
い
」
の
説
明
に
「
家
禮
（
宋
、
朱
熹
）
四
、
喪
禮
「
作
二
灰
隔
一
」
の
注
「
内

以
二
瀝
青
一
塗
レ
之
、
厚
三
寸
許
」
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、「
チ
ヤ
ン
」
の
説
明
に

は
「Chian.

ハ
一
名
、Chias, 

多
島
海
中
ノ
希
臘
領
ノ
島
名
」
が
補
足
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、「
チ
ャ
ン
」
は
「chian

（
キ
オ
スChios

島
産
の
）

turpentine

」
の
略
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。turpentine

は
「
テ
ル
ペ
ン

チ
ン
（
種
々
の
ま
つ
科
の
木
の
含
油
樹
脂
）」（
研
究
社
“New

 English-
Japanese D

ictionary

” 1968

）
で
あ
る
（
ち
な
み
に
、
松
は
世
界
中
に
分
布
し

て
い
る
が
、
地
中
海
沿
岸
の
も
の
はPinea

節
に
属
す
る
と
い
う
）。

「
チ
ヤ
ン
」
と
い
う
語
は
既
に
江
戸
時
代
に
も
多
く
の
用
例
を
見
る
。
高
瀬
梅

盛
著
『
俳
諧
類
船
集
』（
延
宝
四
年
〔1676

〕）
に
「
ち
や
ん
を
ぬ
る
は
黒
船
か
。

空
泣
の
な
み
だ
に
は
墨
を
ぬ
れ
り
」（
奴
・
塗
物
）
と
あ
り
、
岡
西
惟
中
著
『
一

時
随
筆
』（
天
和
三
年
〔1683

〕
刊
）
に
「
橄
欖
と
い
ふ
木
あ
り
。（
中
略
）
こ
の

木
の
脂
皮
、
葉
と
お
な
じ
く
煎
じ
て
汁
を
取
に
飴
の
如
し
。
舟
に
用
て
漆
灰
と
す

る
に
、
か
た
き
事
う
る
し
の
ご
と
く
、
水
に
つ
き
て
ひ
と
へ
に
か
は
く
も
の
な
り
。

こ
れ
か
の
ち
や
ん
と
い
ふ
物
成
べ
し
」
と
あ
り
、
西
鶴
『
世
間
胸
算
用
』（
元
禄

五
年
〔1692

〕）
に
も
「
油
土
器
」
を
「
ち
ゃ
ん
塗ぬ
り

の
土か
わ
ら
け器
」（
巻
五
の
二
）
と
あ

り
、
西
川
如
見
著
『
増
補
華
夷
通
商
考
』（
宝
永
五
年
〔1708

〕
刻
成
）
に
も
「
チ
ャ

ン　

松
脂
と
油
と
ね
り
合
わ
せ
た
る
者
也
。
船
の
諸
具
を
塗
て
水
に
朽
ざ
る
た
め

也
。
又
外
科
の
膏
薬
に
入
る
」（
巻
四
・
ズ
ヘ
イ
テ
土
産
）
と
あ
り
、
山
口
幸
充

著
『
嘉
良
喜
随
筆
』（
寛
延
三
年
〔1750

〕
頃
成
）
に
「
松
ヤ
ニ
ニ
フ
ル
イ
土
ヲ

三
分
一
入
テ
ネ
リ
テ
ヌ
ル
。
是
チ
ヤ
ン
ヌ
リ
也
」（
巻
之
一
）
ま
た
「
チ
ヤ
ン
ハ

松
脂ヤ
ニ

ヲ
粉
ニ
シ
テ
、
赤
土
ノ
フ
ル
イ
土
等
分
ニ
テ
練
ラ
ス
ル
也
。
水
舟
ノ
モ
リ
ヲ

モ
ト
ム
ル
也
」（
巻
之
五
）と
あ
り
、
志
賀
忍
著『
理
斎
随
筆
』（
文
政
六
年〔1823

〕

刊
）
に
も
「
チ
ャ
ン
の
拵
こ
し
ら
へ

様や
う

は
松ま
つ

脂や
に

一い
つ

斤き
ん

、
油あ
ぶ
ら

三
合
ほ
ど
、
黒
砂
糖
小
茶
椀

に
半
分
ほ
ど
、
右
を
合
せ
て
よ
く
煮
た
て
引
く
な
り
」
と
見
え
る
。
明
治
時
代
の

例
を
補
足
す
れ
ば
『
必
携
熟
字
集
』（
明
治
十
二
年
〔1879

〕
刊
）
に
「
瀝レ
キ

青セ
イ　

チ
ヤ
ン
」、
末
広
鉄
腸
著
『
雪
中
梅
』（
明
治
十
九
年
〔1886

〕
刊
）
に
「
房
の
四

方
は
板
張
に
て
、
白
き
脂チ
ャ
ン膠
を
塗
り
」（
上
六
）、『
新
編
漢
語
辞
林
』（
明
治
三
十

七
年
〔1904
〕
刊
）
に
「
瀝レ
キ

青セ
イ　

マ
ツ
ヤ
ニ
ヲ
ネ
ッ
タ
モ
ノ
。
︱
チ
ャ
ン
」
な
ど

と
見
え
る
。
以
上
す
べ
て
、
チ
ャ
ン
は
松
脂
を
主
な
材
料
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の

を
言
う
。

土
瀝
青
と
チ
ャ
ン
は
、
と
も
に
粘
着
性
が
あ
り
用
途
も
同
じ
く
す
る
が
、
土
瀝
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青
は
原
油
か
ら
採
れ
る
も
の
で
あ
り
、
チ
ャ
ン
は
松
脂
か
ら
製
せ
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
大
槻
修
二
著
『
金
石
学
教
授
法
』
に
も
「
瀝
青
ハ
世
ニ
『
チ
ヤ
ン
』
ト
呼

ビ
テ
松
脂
ヨ
リ
製
ス
ル
者
ナ
リ
。
此
砿
物
（
引
用
者
注
︱
土
瀝
青
を
指
す
）
ハ
自

然
生
ノ
瀝
青
ニ
シ
テ
又
其
功
用
ヲ
同
ジ
ク
ス
」
と
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
十
七
年
の
北
英
国
聖
書
会
社
刊
『
旧
約
聖
書

創
世
記
』
以
降
の
聖
書

に
は
「
地
瀝
青
」
に
も
「
チ
ャ
ン
」
の
読
み
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。『
和
英
語
林

集
成
』
に
も
「Chan
チ
ア
ン
」
を
「
油
脂n. T

ar

： resin

：pich 

」
と
あ
る
。

resin

は
「
樹
脂
。
松
や
に
」
の
意
味
で
あ
り
、T

ar

とpich

は
コ
ー
ル
タ
ー
ル

を
も
意
味
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
チ
ャ
ン
」
も
ま
た
「
瀝
青
」
と
同
じ

よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
チ
ャ
ン
」
に
関
わ
っ
て
問
題
に
な
る
の
が
、
明
治
十
七
年
〔1884

〕
米

国
聖
書
会
社
刊
『
訓点

旧
約
全
書
』
以
降
の
も
の
に
「
石
漆
」
の
読
み
に
「
チ
ャ
ン
」

と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
訓
点
本
聖
書
に
お
け
る（
す
な
わ
ち
漢
訳
聖
書
に
お
け
る
）

「
石
漆
」
は
石
油
の
別
名
で
あ
る
。
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
の
「
石
脳
油
」
の

項
の
釈
名
に
「
石
油
」「
猛
火
油
」「
雄
黄
油
」「
硫
黄
油
」
と
共
に
「
石
漆
」
が

あ
り
、
集
解
に
「
雄
者
自
二
石
岩
一
流
出
与
二
泉
水
一
相
雑
、
汪
汪
而
出
。
肥
如
二

肉
汁
一
」
と
あ
り
、「
時
掃
二
其
煤
一
作
レ
墨
。
光
黒
如
レ
漆
、
勝
二
于
松
烟
一
。
張
華

博
物
誌
載
。
延
寿
県
南
山
、
石
泉
注
為
レ
溝
。
其
水
有
レ
脂
、
挹
取
著
二
器
中
一
、

始
黄
後
黒
、
如
二
凝
膏
一
。
然
レ
極
明
。
謂
二
之
石
漆
一
」
と
あ
る
。「
石
漆
」
は
墨

の
材
料
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
接
着
剤
と
し
て
も
用
い
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。「
取
付
い
て
離
れ
ね
え
な
ら
狐
こ
ん
こ
ん

さ
ま
、
引
付
い
て
離
れ
ね

え
な
ら
石い
し

漆う
る
し

」（『
浮
世
風
呂
』
三
）
と
あ
る
の
も
、
そ
の
用
途
で
用
い
ら
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
石
油
の
別
名
と
し
て
の
「
石
漆
」
は
明
治
期
の
鉱
物
学
に

お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
和
田
の
『
金
石
学
』
に
お
い
て
も
「
石
脳
油
」
の

説
明
に
「
其
質
流
動
ニ
シ
テ
臭
気
ア
リ
。
比
重
ハ
零
、
七
ヨ
リ
零
、
九
ニ
至
ル
。

其
色
黄
或
ハ
褐
色
又
無
色
ナ
ル
ア
リ
テ
、
火
気
ヲ
引
ク
コ
ト
甚
ダ
速
カ
ナ
リ
。
其

色
及
ビ
流
動
ノ
度
ニ
因
リ
テ
石
漆N

aphtha.

山
生
吧
嗎
油Bergtheer.

等
ノ
名

号
ア
リ
」
な
ど
と
見
え
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
「
石
漆
」
は
「
漆
の
木
か
ら
採
っ

た
ま
ま
の
漆
の
液
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
同
様
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
石
漆
」
が
明
治
期
に
も
あ
り
、
聖

書
の
和
訳
者
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
「
石
漆
」
の
読
み
を
「
チ
ャ
ン
」
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
単
な
る
誤
解
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

６
「
土
瀝
青
・
地
瀝
青
」
か
ら
「
瀝
青
」
へ

漢
訳
聖
書
に
お
い
て
「
瀝
青
」
がtar

やpich

の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
日
本
の
鉱
物
学
書
や
鉱
山
関
係
資
料
に
お

い
て
は
、
そ
れ
と
は
無
関
係
に「
瀝
青
」を
原
油
由
来
の
も
の
を
言
う
よ
う
に
な
っ

て
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

鉱
物
学
や
鉱
山
関
係
資
料
で
は
当
初
「
土
瀝
青
」「
地
瀝
青
」
の
語
が
用
い
ら

れ
て
い
た
が
、
や
が
て
「
土
」「
地
」
を
省
い
て
「
瀝
青
」
だ
け
で
コ
ー
ル
タ
ー

ル
な
ど
を
指
す
も
の
が
現
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
分
野
で
は
木
タ
ー
ル
は
扱
わ
れ
る

対
象
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
便
宜
的
に
そ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
分
野
の
「
瀝
青
」
は
「
液
体
を
な
す
石
油
、
粘
体
を
な

す
ミ
ネ
ラ
ル
タ
ー
ル
、
固
体
を
な
す
土
瀝
青
等
炭
水
化
物
よ
り
な
る
あ
ら
ゆ
る
天

然
物
に
対
す
る
一
般
的
名
称
」（
岡
本
要
八
郎
・
木
下
亀
城
共
著『
鉱
物
和
名
辞
典
』

風
間
書
房
、
昭
和
三
十
四
年
〔1959

〕
刊
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
早
い

例
に
教
科
研
究
会
編
『
中
等
教
科

鉱
物
学
図
説
』（
盛
林
堂
、
明
治
三
十
八
年
〔1905

〕
刊
）

の
「
石
油
（
附
）
瀝
青
」
の
項
の
「
石
油
中
ノ
粘
質
ノ
凝
固
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
黒

褐
色
ノ
塊
ヲ
ナ
ス
。
熱
レ
バ
熔
ケ
且
ツ
燃
ユ
。
石
油
・
て
れ
ぴ
ん
油
等
ニ
溶
カ
シ

わ
に
す
ト
ナ
ス
」
が
あ
る
。『
新
編
漢
語
辞
林
』（
明
治
三
十
七
年
刊
）
に
「
瀝レ
キ

清セ
イ

石セ
キ

油ユ
ウ

」
を
「
瀝
青
カ
ラ
シ
ボ
リ
ト
ッ
タ
セ
キ
タ
ン
ア
ブ
ラ
」
と
あ
る
の
も
そ
の
例

で
あ
る
が
、
こ
の
辞
典
に
は
「
マ
ツ
ヤ
ニ
ヲ
ネ
ッ
タ
モ
ノ
。
︱
チ
ャ
ン
」
の
意
味

の
「
瀝レ
キ

青セ
イ

」
も
別
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。「
瀝レ
キ

清セ
イ

」
は
、

瀝レ
キ

清セ
イ　

ス
ク
モ注
⑭

ノ
タ
グ
ヒ
ノ
モ
ノ
。
ヂ
メ
ン
カ
ラ
デ
ヽ
、
火
ヲ
ツ
ク
レ
バ
、

ヨ
ク
モ
エ
ル

と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、「
青
」
の
字
を
「
清
」
に
変
え
て
松
脂
の
「
瀝
青
」
と
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区
別
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
原
油
由
来
の
も
の
に
限
定
し
て
用
い
ら
れ
る
省
略
形
の
「
瀝
青
」
は
、
大

正
時
代
に
入
る
と
鉱
物
学
書
や
鉱
山
関
係
資
料
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大

連
商
業
会
議
所
編
『
改
正
支
那
輸
入
税
率
表
』（
大
連
商
業
会
議
所
、
大
正
四
年

〔1915
〕
刊
）
に
「
石
炭
、
燃
料
、
瀝
青
、
タ
ー
ル
（Coal, Fuel, Pitch, and 

T
ar

）」
と
あ
り
、
野
呂
長
四
郎
著
『
近
世
建
築
用
材
料　

下
巻
』（
須
原
屋
書
店
他
、

大
正
四
、
五
年
刊
）
の
第
十
五
章
に
「
瀝
青
及
び
土
瀝
青
」
と
あ
り
、
そ
の
第
一

節
の
「
瀝
青
（Pitch
）」
に
「
瀝
青
は
土
瀝
青
の
主
要
原
料
な
る
の
み
な
ら
ず
耐
水
、

耐
湿
工
事
な
ど
種
々
な
る
目
的
に
使
用
せ
ら
る
。
而
し
て
瀝
青
に
は
二
種
あ
り
。

左
に
之
れ
を
記
述
す
」
と
あ
っ
て
、
天
然
瀝
青
（N

atural pitch or Bitum
en

）

と
「
コ
ー
ル
タ
ーマ
マ

瀝ピ
ツ
チ青
（Coal tar Pitch

）」
と
が
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
著
、
高
桑
藤
代
吉
訳
『
ア
ス
フ
ア
ル
ト
鋪
道

構
造
学
』（
大
正
六
年
〔1917

〕
刊
）
の
第
十
六
章
に
「
瀝
青
及
骨
材
の
試
験
法
」

が
あ
り
、
そ
の
本
文
に
「
ア
ス
フ
ア
ル
ト
、
モ
ル
タ
ー
ル
中
の
骨
材
を
計
る
時
も

予
め
溶
剤
を
以
て
含
有
せ
る
瀝
青
を
除
去
し
乾
燥
し
た
る
後
同
様
の
方
法
に
て
行

ふ
べ
し
」
と
見
え
る
。
駒
田
亥
久
雄
述
『
石
油
鉱
業
』（
採
鉱
冶
金
講
習
会
、
大

正
九
年
〔1920

〕
刊
）
の
第
一
章
の
「
石
油
の
語
源
と
瀝
青
の
分
類
」
に
は
当
時

の
石
油
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
「
瀝
青
」
の
語
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
た
か
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
長
く
引
用
す
る
。

日
本
の
石せ
き

油い
う

と
云
ふ
言
葉
は
外
国
語
の
「
ペ
ト
ロ
リ
ウ
ム
」
と
云
ふ
語
に
相

当
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
其
語
原
は
希ぎ
り
し
や
ご

蝋
語
臘
のπετρσ

−ελα
νγ

に
出
た

も
の
で
あ
り
ま
す
、πετρσ

ζ

と
はpetro

即
ち
石
、ελα

νγ

と
は（O

leum
）

即
ち
油
の
意
で
あ
り
ま
す
、
英
語
に
て
鉱
く
わ
う

油い
う

（M
ineral oil

）、
又
独ど
い
つ
ご

逸
語

に
て
石せ
き

脳な
う

油い
う

（Erdöl

）、
山さ
ん

油い
う

（Bergöl

）、
石
油
（Steinöl

）
と
云
ふ
も

皆
是
れ
自
然
に
地
層
中
に
成
生
せ
ら
れ
た
る
所
謂
石
油
を
意
味
す
る
の
で
あ

り
ま
す
。

我
が
国
で
は
昔
は
「
燃も

ゆ
る
水み
づ

」
な
ど
ゝ
云
つ
て
居
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、

是
を
石
油
と
呼
ぶ
様
に
な
つ
た
の
は
恐
ら
く
外
国
語
を
訳
し
た
の
が
初
ま
り

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

扨さ

て
石
油
と
云
ふ
も
の
は
一
般
に
液
状
を
な
し
て
居
る
特
殊
の
も
の
で
あ

り
ま
す
が
有
機
化
合
物
中
で
も
殊
に
炭
水
化
合
物
に
は
同
じ
成
分
で
あ
つ
て
、

分
子
の
数
を
異
に
す
る
丈
で
或
は
気
体
と
も
な
り
或
は
固
形
体
と
も
な
り
得

る
も
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
乃
す
な
は
ちち
吾
々
が
一
般
に
瀝れ
き

青せ
い

と
称
し
て
居
る
も
の

は
一
種
の
気
状
、
液
状
又
は
固
形
状
の
炭
水
化
合
物
で
あ
り
ま
し
て
、
石
油

と
呼
ん
で
居
る
の
は
是
等
の
中
液
状
を
な
せ
る
も
の
ゝ
み
で
あ
り
ま
す
、
云

は
ゞ
一
種
の
液
状
瀝
青
で
あ
り
ま
す
、
此
瀝
青
と
云
ふ
炭
水
化
合
物
は
単
に

炭
素
及
び
水
素
よ
り
成
れ
る
ば
か
り
で
な
く
多
く
の
場
合
に
於
て
は
多
量
の

酸
素
及
硫
黄
を
含
有
し
て
居
る
の
を
普
通
と
し
て
居
り
ま
す
。（
下
略
）

駒
田
亥
久
雄
著
『
石
油
地
質
学
』（
代
々
木
文
庫
、
大
正
十
年
〔1921

〕
刊
）

で
も
同
じ
よ
う
な
説
明
が
あ
り
、
さ
ら
に
泉
谷
兵
吉
著
『
秋
田
石
油
案
内
』（
秋

田
鉱
業
時
報
社
、
大
正
十
年
刊
）「
第
七
章　

統
計
」「
五
、
秋
田
縣
瀝
青
類
製
産

額
」
に
は
ア
ス
フ
ア
ル
ト
、
ス
フ
ア
ル
タ
ム
、
マ
ル
サ
、
ピ
ツ
チ
そ
れ
ぞ
れ
の
製

産
量
が
記
さ
れ
て
い
る
。

７　

文
学
に
見
え
る
「
瀝
青
」

「
瀝
青
」
は
漢
訳
聖
書
や
そ
の
訓
点
本
ま
た
漢
訳
聖
書
を
基
と
し
た
和
訳
聖
書

で
は
広
義
の
タ
ー
ル
や
ピ
ッ
チ
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
明
治
大
正
時
代
の
鉱

物
学
や
鉱
山
関
係
の
文
章
で
は
専
ら
原
油
か
ら
取
れ
る
も
の
だ
け
を
指
す
も
の
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
瀝
青
」
の
用
い
ら
れ
方
は
や
が
て
文
学
の

世
界
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

溝
口
白
羊
著
『
紅
い
火
の
船
』（
大
正
三
年
〔1914

〕
染
江
堂
書
店
刊注
⑮

）

凡す
べ

て
の
人ひ
と

が
血ち

の
躍を
ど

る
若わ
か

い
年と
し

で
居ゐ

乍な
が

ら
瀝れ
き

青せ
い

を
塗ぬ

ら
れ
た
顔か
ほ

の
や
う
に
、

年と
し

頃ご
ろ

の
女を
ん
なた
ち
の
前ま
へ

に
も
、
筋き
ん

肉に
く

一
つ
動う
ご

か
さ
な
か
つ
た
俺お
れ

を
古ふ
る

い
道だ
う

徳と
く

の

眼め

で
賞ほ

め
賛た
ゝ

へ
て
く
れ
た
け
れ
ど
（
中
略
）
そ
れ
が
何ど

れ
だ
け
の
権け
ん

威ゐ

が
あ

つ
た
ろ
う
。（
瀝
青
を
塗
ら
れ
た
顔
）

河
原
萬
吉
他
訳
の
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』（
万
有
文
庫
第
１
巻
、
大
正
十
五
年
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〔1926

〕
刊
）

冬
、
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
人
の
船
廠
に
／
彼
ら
の
康す
こ
やか
な
ら
ぬ
船
を
填う

め
塗ぬ

る
た
め

／
粘ね
ば

り
強
き
瀝ち
や
ん青
が
煮
え
る
や
う
に
（
下
略
）�

（
第
二
十
一
曲
）

た
だ
し
、
次
の
北
原
白
秋
の
「
わ
が
生
ひ
た
ち
」（
明
治
四
十
四
年
〔1911

〕
成
。

詩
集
『
思
ひ
出
』
所
収
）
に
見
ら
れ
る
、

私
の
異
国
趣
味
は
穉
い
時
期
に
わ
が
手
の
中
に
操あ
や
つら
れ
た
。
菱
形
の
西
洋
凧

を
飛
ば
し
、
朱し
ゆ

色い
ろ

の
面め
ん

（
朱
色
の
人
面
の
凧
、T

onka John

の
持
つ
て
ゐ

た
の
は
直
径
一
間
半
ほ
ど
あ
つ
た
。）
を
裸
の
酒
屋
男
七
八
人
に
揚
げ
さ
せ
、

瀝チ
ヤ
ン青
を
作
り
、
幻
燈
灯
を
映
し
、
さ
う
し
て
和
蘭
訛
の
小
歌
を
歌
つ
た
。

の
例
は
、
松
脂
か
ら
作
ら
れ
た
接
着
剤
と
し
て
の
「
瀝
青
」
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
本
来
の
意
味
の
「
瀝
青
」
も
依
然
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
現
在
で
は「
瀝
青
」は
原
油
由
来
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
ピ
ッ
チ
、
コ
ー
ル
タ
ー

ル
を
指
す
語
と
し
て
専
ら
使
用
さ
れ
、
本
来
の
松
脂
の
意
味
で
用
い
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い注
⑯

。

あ
と
が
き

高
名
凱
旋
・
劉
正
琰
著
『
現
代
中
国
に
お
け
る
外
来
語
研
究
』（
鳥
居
克
之
訳
、

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
史
料
集
刊
16
、1988

刊
）
は
、「
瀝
青
」
を
「
ま
ず

日
本
人
が
漢
字
の
組
合
せ
に
よ
り
欧
米
諸
言
語
の
単
語
を
「
意
訳
」（
ま
た
は
部

分
的
に
「
音
訳
」）
し
、
さ
ら
に
漢
民
族
が
現
代
中
国
語
に
移
入
し
て
、
改
造
さ

れ
て
生
ま
れ
た
現
代
中
国
語
の
外
国
語
」
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
が
、
本
稿
で
見

て
き
た
と
こ
ろ
で
は
「
瀝
青
」
と
い
う
語
は
松
脂
の
一
名
と
し
て
既
に
中
国
に
存

在
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
現
在
の
よ
う
に
原
油
か
ら
取
れ
る
も
の
に
ま

で
拡
大
さ
せ
て
用
い
た
の
も
、
中
国
に
お
い
て
は
在
華
宣
教
師
の
聖
書
漢
訳
に
お

い
て
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
鉱
物
学
や
鉱
山
関
係
の
文
章
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。こ

の
新
し
い
「
瀝
青
」
の
用
い
ら
れ
方
は
工
業
化
を
推
し
進
め
て
い
た
明
治
時

代
を
象
徴
す
る
語
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
で
は
学
術
名

に
お
い
て
、
黒
色
ま
た
は
暗
褐
色
で
、
脂
光
を
帯
び
た
色
を
表
わ
す
修
飾
語
と
し

て
も
化
石
的
に
残
る
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鉱
石
名
に
お
け
る
「
瀝

青
岩注
⑰

」「
瀝
青
銅
鉱注
⑱

」「
瀝
青
ウ
ラ
ン
鉱注
⑲

」、
植
物
名
に
お
け
る
「
油あ
ぶ
ら
ち
ゃ
ん

瀝
青
」注
⑳

が
そ

れ
で
あ
る
。

注注
①	

�

例
え
ば
『
大
漢
和
辞
典
』（
諸
橋
轍
次
著
、
大
修
館
、
初
版
昭
和
三
十
年—

三
十
四

年
（1955-9

）
刊
）
で
は
「
瀝
青
」
を
「
一 

松
脂
に
油
を
加
へ
て
ね
つ
た
も
の
。

ね
ば
つ
て
黒
く
、
腐
朽
ま
た
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
に
物
に
塗
る
」
と
「
二 

黒
色
又
は

濃
褐
色
の
粘
質
又
は
固
体
の
有
機
物
質
。
石
炭
の
乾
溜
、
石
油
の
蒸
留
の
際
に
得
ら

れ
、
道
路
の
舗
装
な
ど
に
用
ひ
る
。
ピ
ッ
チ
。
天
然
産
の
も
の
を
土
瀝
青
（
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
）
と
い
ふ
」
の
二
つ
に
分
け
て
説
明
し
て
お
り
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小

学
館
、
初
版
昭
和
四
十
七
年
︱
五
十
一
年
（1972-76

）
刊
）
で
は
「
樹
木
、
泥
炭
、

褐
炭
な
ど
か
ら
、
ベ
ン
ゼ
ン
な
ど
の
有
機
溶
剤
で
抽
出
さ
れ
る
有
機
物
質
の
総
称
」

と
説
明
し
て
い
る
。

注
②	

�『
本
草
綱
目
』
石
類
の
「
石
脳
油
」
の
項
は
「
石
油　

石
漆　

猛
火
油　

雄
黄
油　

硫
黄
油
」
と
だ
け
あ
っ
て
、「
瀝
青
」
の
語
は
見
え
な
い
。

注
③	

�

箱
船
は
長
さ
三
百
キ
ユ
ピ
ト
、
幅
五
十
キ
ユ
ピ
ト
、
高
さ
三
十
キ
ユ
ピ
ト
に
造
ら
れ

た
。
矢
内
原
忠
雄
氏
（『
聖
書
講
義　

創
世
記
』）
に
よ
れ
ば
、
一
キ
ユ
ピ
ト
を
約
一

尺
五
寸
と
す
れ
ば
、
長
さ
四
五
〇
尺
（
七
十
五
間
）、
幅
七
十
五
尺
（
十
二
間
）、
高

さ
四
十
五
尺
（
七
間
半
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
長
さ
約
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
約

二
十
二
メ
ー
ト
ル
）、
高
さ
約
十
三
、
五
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

注
④	

�

海
老
沢
有
道
著
『
日
本
の
聖
書
︱
聖
書
和
訳
の
歴
史
︱
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
部

1964

刊
）、
鈴
木
範
久
著
『
聖
書
の
日
本
語
』（
岩
波
書
店2006

刊
）

注
⑤	

�

鉱
石
名
に
「
松
香
石
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
タ
ー
ル
や
ピ
ッ
チ
で

は
な
い
。
和
田
維
四
郎
の
『
金
石
学
』（
明
治
九
年
成
、
同
十
一
年
刊
）
に
次
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

	
　

松
香
石 

漢訳　

Bchstein Pichston
�

無
定
ノ
塊
又
ハ
細
粒
状
ヲ
ナ
シ
或
ハ
緻
密
ノ
理
ア
リ
。（
中
略
）
其
質
脆
ク
其
色

ハ
常
ニ
不
潔
ニ
シ
テ
暗
黒
ナ
ル
者
多
ク
、
又
黝
、
黄
、
褐
ナ
ル
者
ア
リ
。（
下
略
）

注
⑥	

�

和
田
の
説
明
に
は
続
け
て
、
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此
砿
ハ
成
層
山
中
ニ
在
リ
テ
往
々
大
塊
ヲ
ナ
ス
。
最
モ
著
名
ナ
ル
産
地
ハ
小
亜
細

亜
ノ
死
海
ノ
辺
ニ
在
リ
。
又
南
米
洲
ノ
阿ヲ

黎リ

諾ノ

哥コ

河
口
ニ
ア
ル
ト
リ
ニ
ダ
ッ
ト
島

ニ
於
テ
ハ
幅
百
二
十
歩
長
サ
千
歩
ナ
ル
瀝
青
湖
ト
称
ス
ル
地
瀝
青
ノ
湖
ア
リ
。
其

周
辺
ハ
堅
固
ナ
レ
ド
モ
内
部
ハ
今
尚
沸
騰
ス
ト
云
リ
。

	
�

と
あ
る
が
、「
瀝
青
湖
ト
称
ス
ル
地
瀝
青
ノ
湖
」
は
『
労
氏
地
質
学
』
の
「
ブ
レ
ー

湖
即
毘
丟
母
湖
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
湖
は
世
界
最
大
規
模
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
天
然
鉱
脈
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
明
治
期
の
鉱
物
学
書
に

し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
。

注
⑦	

�

柳
河
春
三
訳
『
写
真
鏡
図
説
第
二
編
』（
明
治
元
年
〔1868

〕
刻
成
）
に
も
「
ア
ス

ハ
ル
ト
一
名　

ア
ー
ル
ド
ペ
ッ
キ
又
ビ
チ
ュ
ム
・
ド
・
ジ
ュ
デ
〈
猶
太
国
産
の
土
脂

と
い
う
義
〉
と
云
ふ
。
黒
色
に
し
て
光
沢
あ
り
。
外
見
ハ
石
炭
の
上
品
な
る
者
に
類

し
、
砕
け
易
く
、
焚
焼
く
し
易
く
、
エ
ー
テ
ル
に
容
易
に
鎔
解
す
。
い
は
ゆ
る
黒
琥

珀
の
類
な
り
」
と
あ
る
。

注
⑧	

�

本
稿
で
用
い
た
聖
書
は
、
明
治
十
六
年
〔1883

〕
版
大
英
国
聖
書
会
社
『
訓
点
旧
約
聖
書

創
世
記
』

は
同
志
社
大
学
人
文
研
究
所
所
蔵
、
明
治
三
十
四
年
〔1901

〕
版
大
日
本
聖
書
館

『
旧
約
聖
書

創
世
記
』
は
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
そ
の
他
は
す

べ
て
同
志
社
大
学
図
書
館
所
蔵
本
で
あ
る
。

注
⑨	

�

ｃ
①
の
？
は
使
用
し
た
本
で
は
落
丁
し
て
お
り
確
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

注
⑩	

�

昭
和
期
以
降
の
聖
書
で
は
ａ
・
ｂ
・
ｃ
・
ｄ
は
以
下
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

	

⑩
昭
和
三
十
年
〔1955

〕
版　

日
本
聖
書
協
会
『
改
訳
聖
書
』

	

⑪
ａ�

昭
和
三
十
一
年
〔1956

〕
版　

関
根
正
雄
訳
『
旧
約
聖
書　

創
世
記
』
岩
波
文

庫

	

　

ｂ�

昭
和
四
十
四
年
〔1969

〕
版　

関
根
正
雄
訳
『
旧
約
聖
書　

出
エ
ジ
プ
ト
記
』

岩
波
文
庫

	
�

⑫
昭
和
五
十
五
年
〔1980

〕
版　

日
本
聖
書
刊
行
会
『
新
改
訳　

聖
書
』

	
�

⑬
昭
和
五
十
六
年
〔1981

〕
版　

い
の
ち
の
こ
と
ば
社
『
聖
書　

新
改
訳
』

	
�

⑭
平
成
十
七
年
〔2009

〕
版　

日
本
聖
書
協
会
『
聖
書
（
新
共
同
訳
）』

	
�　
　
　

⑩　
　
　
　
　
　

⑪　
　
　
　
　

 

⑫　
　
　

  

⑬　
　
　
　

⑭

	
�　

ａ　
ア
ス
フ
ア
ル
ト　
　

瀝れ
き

青せ
い　
　
　
　

 

木
の
や
に  

木
の
や
に　

タ
ー
ル

	

　

�

ｂ　
ア
ス
フ
ア
ル
ト　
　

土ど

瀝れ
き

青せ
い　
　
　

 

瀝
青　

  　

瀝
青　
　
　

タ
ー
ル

	

　

�

ｃ　
ア
ス
フ
ア
ル
ト　
　

瀝れ
き

青せ
い　
　
　

 　

瀝
青　

 　

 

瀝
青　
　
天
然
ア
ス
フ
ア
ル
ト

	

　

�

ｄ　
ア
ス
フ
ア
ル
ト
と
樹
脂　

土ど

瀝れ
き
青せ
いと
チ
ャ
ン　

瀝れ
き
青せ
いと
樹じ
ゅ
脂し　

瀝
青
と
樹
脂　

ア
ス
フ
ア
ル
ト
と
ピ
ッ
チ

注
⑪	

�

ヘ
ボ
ン
は
一
八
六
〇
年
の
友
人
宛
の
書
簡
で
、
創
世
記
と
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
一
部
を

漢
訳
か
ら
転
訳
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
一
八
八
四
年
に
旧
約
東
京
翻
訳
委

員
会
か
ら
『
出
埃
及
記
』
の
分
冊
を
刊
行
し
て
い
る
。
海
老
沢
有
道
著
『
日
本
の
聖

書
︱
聖
書
和
訳
の
歴
史
︱
』（p.120

ま
たp.247

）
参
照
。

注
⑫	
�

例
え
ば
『
広
辞
苑
』（
第
六
版
を
使
用
）
で
は
タ
ー
ル
は
「
石
炭
や
木
材
な
ど
を
乾

留
す
る
と
き
に
で
き
る
黒
色
の
粘
り
け
の
あ
る
液
体
。
コ
ー
ル
タ
ー
ル
・
木
タ
ー
ル

な
ど
」）
と
説
明
し
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
「
石
炭
を
乾
留
し
て
石
炭
ガ
ス
ま
た
は
コ
ー

ク
ス
を
製
造
す
る
際
に
生
ず
る
黒
色
・
粘ね
ん

稠ち
ゆ
うの
油
状
物
質
」、
木も
く

タ
ー
ル
を
「
木
材

を
乾
留
し
て
生
じ
る
黒
褐
色
の
油
状
物
質
」
と
説
明
し
て
い
る
。

注
⑬	

�

例
え
ば
“Websterʼs T

hird N
ew
 International D

ictinary

”で
はpich

はʻany 
of various black or dark colored viscous sem

isolid to solid substances 
odtained as residuew

s in the distillatation of tars or other organic 
m
aterials.ʼ

︱
黒
あ
る
い
は
暗
黒
色
の
ビ
ス
コ
ー
ス
（
繊
維
素
を
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
と
二
酸
化
炭
素
で
処
理
し
て
製
し
た
粘
質
水
溶
液
）、
タ
ー
ル
あ
る
い
は
有
機
体

原
料
の
蒸
留
後
に
得
ら
れ
る
半
固
体
ま
た
は
固
体
状
態
の
残
渣
物
質
︱
と
説
明
し
つ

つ
、coal tar 

やw
ood tar

な
ど
を
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

注
⑭	

�

ス
ク
モ
は
泥
炭
ま
た
ビ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
。
早
く
貝
原
益
軒
の
『
大

和
本
草
』（
宝
永
五
年
〔1708

〕
成
）
に
「
泥
炭　

泥
交
ジ
リ
泥
炭
（
中
略
）
中
華

ノ
書
ニ
テ
未
レ
見
レ
之
」
と
見
え
る
が
、
松
本
栄
三
郎
纂
訳
『
鉱
石
小
学
』
明
治
十

四
年
〔1881

〕
刊
）
に
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

褐
色
或
ハ
黒
色
ニ
シ
テ
其
質
略
々
石
炭
ニ
等
シ
ク
、
唯
其
生
成
石
炭
ニ
比
シ
テ
、

一
層
新
シ
キ
ノ
ミ
。
故
ニ
火
力
稍
々
弱
シ
ト
雖
ド
モ
、
石
炭
ニ
代
ヘ
テ
燃
料
ニ
用

フ
ベ
シ
。
蓋
シ
当
今
ト
雖
ド
モ
湖
沼
ノ
水
底
ニ
テ
ハ
、
苔
蘚
ノ
泥
中
ニ
埋
没
ス
ル

モ
ノ
次
第
ニ
鉱
物
ノ
質
ニ
化
シ
以
テ
泥
炭
ト
ナ
ル
ナ
リ
。

注
⑮	

�

国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
よ
る
。

注
⑯	

�

例
え
ば
『
新
潮
国
語
辞
典　
現
代
語

古
語　

（
第
二
版
）』（
新
潮
社
、
平
成
七
年
刊
）
に
は
「
瀝

青
（
レ
キ
セ
イ
）」
を
「
一
天
然
の
炭
化
水
素
混
合
物
の
総
称
。
天
然
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
・
石
油
・
天
然
ガ
ス
な
ど
。
ビ
チ
ュ
ー
メ
ン
。
二
「
ピ
ッ
チ
」
に
同
じ
」
と
あ

る
だ
け
で
あ
る
（
ピ
ッ
チPitch

は
同
辞
典
で
も
「
石
油
・
タ
ー
ル
・
油
脂
な
ど
を

蒸
留
し
て
残
る
か
す
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
）。

注
⑰	

�

本
草
書
で
は
「
松
脂
石
」
と
言
う
。

注
⑱	

�「
黒
銅
鉱
・
珪
孔
雀
石
・
褐
鉄
鉱
・
孔
雀
石
な
ど
の
鉄
お
よ
び
銅
の
酸
化
物
よ
り
な
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る
黒
色
ま
た
は
暗
褐
色
の
密
質
混
合
物
」（『
原
色
鉱
物
図
鑑
（
続
）』
保
育
社
、
昭

和
三
十
八
年
〔1963

〕
刊
）

注
⑲	

�「
亜
金
属
〜マ
マ

瀝
青
光
沢
、
時
に
無
艶
。
黒
・
褐
色
ま
た
は
灰
緑
色
」
を
い
う
（
同
右
）

注
⑳	

�
学
名Benzoin um

bellatum
 R
ehd.

＝Lindera praecox Blum
e)

。『
牧
野
日

本
植
物
図
鑑
』
に
「
和
名
ハ
此
果
実
并な
ら
びニ
樹
皮
ニ
油
多
ク
能
ク
燃
焼
ス
ル
ヲ
以
テ
油

并
ニ
ち
ゃ
ん
（
瀝
青
）
ヲ
合
セ
テ
名
ト
為
セ
シ
ナ
ラ
ン
」
と
あ
る
。


